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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

　 　

杉 江

　
喜 寿

植 物 担 当 学 芸 員
結 茨 と 書 き 、 ヘ ビ の よ う な細 長 く ト ゲ の あ る 枝 （ 茨 ）で 他 の 植 物 の 枝 や 自 分 の 他の 枝 に 絡 み つ く 様 子 か ら その 名 前 が つ い た と 言 わ れ てい ま す 。 花 は ５ 月 頃 に 咲き 、 黄 色 で 目 立 ち ま す 。　

ヘ ビ に 関 係 す る 植 物 は 、

　
本 年 も 山 口 博 物 館 を よ ろ

し く お 願 い し ま す 。　
今 回 は 、 今 年 の 干 支 の ヘ

ビ （ 巳 ・ 蛇 ） に 関 係 す る 植物 を 紹 介 し ま す 。　
画 像 は 、  「 ジ ャ ケ ツ イ バ

ラ 」 と い う つ る 性 の 植 物 の実 と 花 で す 。 こ れ は 茎 に トゲ が 多 数 あ る 植 物 で 、 名 前か ら し て も バ ラ の な か ま のよ う な 気 が し ま す が 、 実 の様 子 か ら わ か る よ う に マ メ科 の 植 物 で す 。 漢 字 で は 蛇 　
ヘ  ビ に 関 係 す る 植 物
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他 に も 「 ヘ ビ イ チ ゴ 」 や「 ジ ャ ノ ヒ ゲ 」  「 マ ム シ グサ 」 な ど が あ り ま す 。　
日 没 後 に 咲 く 花 で 有 名 な

「 カ ラ ス ウ リ 」 も ヘ ビ に 関係 す る よ う で す 。 理 由 は ぜひ 調 べ て み て く だ さ い 。 ヒン ト は 英 語 で す 。　 （ 当 館 は 空 調 工 事 の た め３ 月

2 4日 ま で 休 館 中 で す ）

県 立 山 口 博 物 館

「 ジ ャ ケ ツ イ バ ラ の  実 と 花  」
に 沈 め て 仕 留 め る こ と も あり ま す 。　

き ら ら 浜 周 辺 で も カ モ 類
が 多 く 渡 来 す る 冬 に な る とオ オ タ カ が よ く 見 ら れ 、 この 地 域 に お け る 生 態 系 の 上位 に 位 置 し ま す 。 狩 り の 場面 に 出 く わ す と 、 迫 力 に 圧倒 さ れ る の と 同 時 に 、 自 然環 境 の 豊 か さ も 感 じ ら れ るこ と で し ょ う 。

　
山 地 か ら 平 地 の 森 林 に

生 息 し 、 越 冬 期 に な る と獲 物 を 求 め て 農 耕 地 や 河川 敷 な ど に も 飛 来 す る よう に な り ま す 。 主 な 餌 はム ク ド リ 類 か ら カ モ 類 まで の 大 き さ の 野 鳥 で す 。樹 木 な ど に と ま っ て 獲 物が 近 づ く ま で 待 ち 伏 せし 、 狙 い を 定 め る と 一 直線 に 飛 翔 し て 、 足 で 押 さえ つ け て 捕 え ま す 。 カ モ類 な ど の 水 鳥 は 足 で 水 中
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オ オ タ カ

タ カ 目 　 タ カ 科
［ 全 長 ］ 　 オ ス 5 0 c m 、 メ ス 5 8 c m
［ 時 期 ］ 　 一 年 中 見 ら れ る 留 鳥

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

寺 本

　
明 広

ス テ ー ジ の  様  子
害 に あ わ な い た め に 」 とス テ ー ジ ド リ ル 「 サ ウ ンド イ ン パ ル ス ２ ０ ２ ５ 」も 上 演 さ れ る 。　

休 憩 を は さ み 第 ２ 部
は 、 歌 謡 曲 や ポ ッ プ ス など 「 ミ ュ ー ジ ッ ク ボ ッ クス 」  。  「 ユ ー ミ ン ・ ポ ー トレ ー ト 」  「 魔 女 の 宅 急 便コ レ ク シ ョ ン 」  「 勇 気 １０ ０ ％ 」  「 ど 演 歌 エ キ スプ レ ス 」  、 さ ら に 周 南 公立 大 吹 奏 楽 部 と の 合 同 で

　
第 １ 部 「 オ ー プ ニ ン グ

ス テ ー ジ 」 で は 、  「 祝 典行 進 曲 」  「 序 曲 『 フ ィ ガロ の 結 婚 』  」 な ど が 演 奏さ れ る 。 さ ら に 、 警 察 官Ｏ Ｂ 夫 婦 に よ る 夫 婦 漫 才「 交 通 事 故 と 特 殊 詐 欺 被　
ユ ウ ベ ル ホ テ ル 松 政

（ 山 口 市 湯 田 温 泉 ３ 、

☎

０ ８ ３

－

９ ２ ２

－
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０ ） は 、

1 3日 （ 月 ・ 祝 ）

午 前 ７ 時 に 「 千 人 湯 」 外来 入 浴 券 の 販 売 を 開 始 。　
同 ホ テ ル で 外 来 入 浴 を

す る に は 、 限 定 販 売 の 本入 浴 券 が 必 要 と な る 。　
５ 枚 つ づ り が １ セ ッ ト

の 外 来 入 浴 券 （ ２ ０ ２ ６年 １ 月 末 ま で 有 効 ） は １冊 ３ ９ ０ ０ 円 で 、 １ ８ ００ 冊 の 限 定 発 売 。 年 末 年始 や 施 設 点 検 日 、 休 館 日な ど を 除 き 、 午 後 ２ 時 か

　
県 警 察

音 楽 隊 の第

3 6回 定

期 演 奏 会が 、 ２ 月８日
（ 土 ）  午 後

２ 時 か ら４ 時 まで 、 山 口市 民 会 館
（ 山 口 市

中 央 ２ ）で あ る 。

「 吹 奏 楽 に よ る 『 ド ラ ゴ
ン ク エ ス ト Ⅰ 』 よ り 序曲 」 な ど が 披 露 さ れ る 。　

入 場 は 無 料 だ が 、 事 前
申 し 込 み が 必 要 。 申 し 込み は 応 募 フ ォ ー ム （ 二 次元 コ ー ド か ら ） で 。 締 め切 り は

1 0日  （ 金 ）  。 応 募 者

　
８ 日  （ 水 ）  か ら ２ 月 ２ 日

（ 日 ）  に か け て 、 山 口 宇 部
空 港 と 韓 国 ・ 仁 川 国 際 空港 と を 結 ぶ 「 双 方 向 チ ャー タ ー 便 」 が 運 行 さ れる 。 日 本 か ら の 利 用 者 が韓 国 に 飛 べ る の は 、 定 期便 が 最 後 に 運 行 さ れ た ２０ １ ９ 年 ３ 月 以 来 、 お よそ ６ 年 ぶ り 。　

毎 週 水 ・ 金 ・ 日 に 運 行
さ れ る 。 詳 し く は 、 山 口宇 部 空 港 の ウ ェ ブ サ イ トを 参 照 の こ と 。

申  込  フ ォ ー  ム

応  募  フ ォ ー  ム
多 数 の 場合 は 抽 選と な る 。

ら ８ 時 まで 入 浴 でき る 。

希  望  者  は  住  所  、 氏  名  、 年  齢  、 電  話  番  号  、

「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・ 話 題 」  

（ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） を 明 記 し 、  

は が き （ 宛 先 は 題 字 横 参 照 ） ま た は  

応  募  フ  ォ  ー  ム  で  サ  ン  デ  ー  山  口 「  千  人  湯  」

係 へ 。 1 7 日 （ 金 ） 必 着 。 当 選 発 表 は  

発 送 を も っ て 代 え さ せ て い た だ き ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

「 千 人 湯 入 浴 券 」 ３ 冊

２ 月 ８ 日

ユ ウ ベ ル ホ テ ル 松 政

「 千 人 湯 入 浴 券 」  限 定 販 売

宇 部 か ら 韓 国  へ  直 行 便
～ ２ 月

申 し 込 み は １ ０ 日 ま で

県 警 音 楽 隊 定 期 演 奏 会



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ 月 ４ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す

　

コ ー プ や ま ぐ ち 理 事 長

　
山 崎 和 博

　
組 合 員 の 皆 様 へ は 、 新 春 を 迎 え ら

れ た こ と へ の お 喜 び と 、 昨 年 も コ ープ や ま ぐ ち の 活 動 へ の ご 理 解 と ご 支援 を 賜 り 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。　
昨 年 は 元 旦 早 々 、 能 登 半 島 地 震 が

発 災 し 豪 雨 災 害 の 追 い 打 ち で 、 復 興は 長 期 に 渡 る こ と が 想 定 さ れ ま す 。そ の 中 で 、

1 1月 に 輪 島 市 の 避 難 所 ・

仮 設 住 宅 と コ ー プ い し か わ の セ ン ター 職 員 へ 向 け て 、 コ ー プ お お い た 、生 協 ひ ろ し ま 、 コ ー プ や ま ぐ ち の ３生 協 に よ る 、 炊 き 出 し 支 援 に 出 向 き

ま し た 。 コ ー プ や ま ぐ ち か ら は 「 瓦 そ ば 」 を 提 供 さ せ て い た だ き ま した 。 ま た 、 豪 雨 災 害 へ の 募 金 も 呼 び か け 、 組 合 員 の 皆 様 か ら ６ ０ ０ 万 円を 超 え る 善 意 を 受 け 取 る こ と が で き ま し た 。 本 当 に あ り が と う ご ざ い まし た 。 気 候 変 動 に よ る 災 害 リ ス ク は 、 ど の 地 域 も 抱 え て い ま す 。 能 登 半島 の 復 興 に 息 長 く 寄 り 添 う と 同 時 に 、 防 災 の 意 識 も 高 め て い き ま す 。　
新 し い 年 を 迎 え ２ ０ ２ ５ 年 は 、 被 爆 ・ 終 戦

8 0年 の 年 で す 。 昨 年 「 日 本

被 団 協 」 が ノ ー ベ ル 平 和 賞 を 受 賞 さ れ 、 共 に 平 和 活 動 を 進 め て き た 同 志と し て 大 変 嬉 し く 思 っ て い ま す 。 ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 、 イ ス ラ エ ル紛 争 の 長 期 化 な ど 核 の 脅 威 も 懸 念 さ れ る 中 、 日 本 生 協 連 で は 生 協 の ス タン ス を 言 葉 で 表 現 す る 「 平 和 宣 言 」 の 総 会 採 択 に 向 け た 準 備 を す す め てい ま す 。 コ ー プ や ま ぐ ち で も 「 や ま ぐ ち ピ ー ス フ ォ ー ラ ム ２ ０ ２ ５ 」 の開 催 準 備 を 進 め て い る と こ ろ で す 。 こ れ か ら も 「 平 和 と よ り よ い 生 活 」の 実 現 に 向 け た 取 り 組 み を 進 め て ま い り ま す 。　
さ て 、 私 た ち の く ら し を 取 り 巻 く 環 境 は 、 消 費 者 物 価 の 上 昇 に 実 質 賃

金 が 追 い つ か ず 、 貧 困 と 格 差 が 拡 大 し て お り 、 事 業 経 費 も 上 昇 し て い ます 。 昨 年 秋 に 、 店 舗 事 業 で は い ず み 店 の グ ラ ン ド オ ー プ ン 、 新 下 関 店 の改 装 、 宅 配 事 業 で は 防 府 市 に 福 祉 生 協 さ ん コ ー プ の 施 設 を 併 設 し て 防 府Ｃ を 開 設 す る こ と が で き ま し た 。 新 し い 施 設 は 働 く 職 員 の モ チ ベ ー シ ョン ア ッ プ に も つ な が り 、 利 用 さ れ る 組 合 員 に も 喜 ば れ て お り 、 事 業 全 体で は 成 長 基 調 を 維 持 で き て い ま す 。 一 方 で 生 産 人 口 の 減 少 が す す み 、 人材 確 保 が 大 き な 事 業 課 題 と な っ て い ま す 。　
２ ０ ２ ５ 年 度 は 、 私 た ち の く ら し や 事 業 を 取 り 巻 く 環 境 も 厳 し い 中 で

す が 、  「 デ ザ イ ン ２ ０ ２ ５ 」 の 締 め く く り の 年 度 で も あ り 、  「 デ ザ イ ン ２０ ３ ０ 」 の 中 期 計 画 を 描 く 年 度 に な り ま す 。

2 5年 度 の 活 動 を 未 来 に 向 け

て 〝 ご 一 緒 に 〞 力 強 く 進 め て い く こ と を お 願 い 申 し 上 げ 、 年 頭 の あ い さつ と さ せ て い た だ き ま す 。　
本 年 も ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。


